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会　　計 予算額 歳　　入 歳　　出
調定額 執行率 支出負担行為額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 28億2,313万7千円 26億4,904万9千円 93.8％ 28億606万円 99.4％
老 人 保 健 事 業 1,363万6千円 1,363万4千円 100.0％ 1,363万4千円 100.0％
後 期 高 齢 者 医 療 2億5,814万5千円 2億5,591万8千円 99.1％ 2億5,285万6千円 98.0％
介 護 保 険 事 業 20億6,213万8千円 19億8,402万4千円 96.2％ 19億6,233万6千円 95.2％
介 護 サ ー ビ ス 事 業 893万3千円 806万7千円 90.3％ 435万3千円 48.7％
東海駅西土地区画整理事業 1億2,662万7千円 1億2,664万5千円 100.0％ 1,812万3千円 14.3％
東海駅東土地区画整理事業 8,613万2千円 7,115万4千円 82.6％ 4,035万7千円 46.9％
東 海 駅 西 第 二 土 地 区 画 整 理 事 業 2億6,965万円 2億8,753万4千円 106.6％ 1億9,336万円 71.7％
東海中央土地区画整理事業 9億1,370万7千円 8億2,978万9千円 90.8％ 4億4,032万9千円 48.2％
公 共 下 水 道 事 業 16億4,491万6千円 17億3,263万1千円 105.3％ 16億2,041万3千円 98.5％

合　　計 82億702万1千円 79億5,844万5千円 97.0％ 73億5,182万1千円 89.6％

科　目 予算額 調定額 執行率
村 税 116億4,627万9千円 120億8,796万4千円 103.8％
地 方 譲 与 税 1億5,540万円 1億6,902万8千円 108.8％
地方消費税交付金 3億2,899万8千円 3億5,707万4千円 108.5％
分担金・負担金 1億6,195万4千円 1億5,800万7千円 97.6％
使用料・手数料 1億7,340万1千円 1億8,856万4千円 108.7％
国 庫 支 出 金 22億7,309万5千円 14億8,420万1千円 65.3％
県 支 出 金 6億3,884万8千円 3億6,632万4千円 57.3％
繰 入 金 13億9,077万7千円 2億5,559万3千円 18.4％
繰 越 金 8億3,629万2千円 8億3,629万3千円 100.0％
村 債 7,760万円 0円 0.0％
そ の 他 ※１ 3億8,730万7千円 4億787万円 105.3％
合　　計 180億6,995万1千円 163億1,091万8千円 90.3％

《歳入》
科　目 予算額 支出負担行為額 執行率

議 会 費 2億160万3千円 1億9,450万9千円 96.5％
総 務 費 24億1,925万3千円 22億228万7千円 91.0％
民 生 費 43億4,955万2千円 41億4,803万2千円 95.4％
衛 生 費 20億4,987万5千円 19億3,489万2千円 94.4％
農林水産業費 3億8,974万7千円 3億7,758万6千円 96.9％
商 工 費 1億5,183万円 1億3,742万4千円 90.5％
土 木 費 27億995万9千円 26億62万4千円 96.0％
消 防 費 5億9,757万2千円 5億7,892万1千円 96.9％
教 育 費 36億2,209万2千円 31億9,640万2千円 88.2％
公 債 費 8億2,365万8千円 8億2,364万7千円 100.0％
そ の 他 ※２ 7億5,481万円 6,791万8千円 9.0％
合　　計 180億6,995万1千円 162億6,224万2千円 90.0％

《歳出》

執行率：歳入90.3％（対前年度比4.0ポイント増） 歳出90.0％（対前年度比0.4ポイント増）
　◆歳入…村税は予算額116億4,627万9千円に対し、調定額120億8,796万4千円と、予算を上回る収

　入が見込まれています。その一方で、国庫支出金、県支出金、村債等は出納整理期間中に歳入が
　見込まれるため、執行率は低い状況にあります。

　◆歳出…執行率は前年度と同水準となっています。

一般会計

財政状況
平成22年度

予算の執行状況

　村民税や固定資産税等、皆さんが納めたお金を財源として、福祉や環境衛生、教育、
道路建設等の事業を行う中心的な会計

特定の事業を行う場合に、一般会計と区分して経理するための会計

　村では、皆さんの納めた税金等がどのように使われているかを知ってい
ただくため、年２回、財政状況をお知らせしています。今回は、平成23年
３月31日現在の予算執行状況と村税負担･村債･基金･公有財産の状況を
公表します。なお、地方自治体の会計は２か月の出納整理期間（５月31日
が会計閉鎖日）があるため、今回の公表は決算を示すものではありません。

（平成23年３月31日現在）

特別会計

《用語解説》
◆調定額…年度内の収入が決定しているお金　◆支出負担行為額…年度内の支出が決定しているお金
◆執行率…予算額に占める収入（支出）決定額の割合

※１…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、
交通安全対策特別交付金、財産収入、寄附金、諸収入の合計額です。

※２…災害復旧費、諸支出金、予備費の合計額です。
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借入先 残　高

普
通
会
計

財 務 省 52億1,654万2千円

（株）かんぽ生命保険 13億6,485万8千円

（株）ゆ う ち ょ 銀 行 2,121万2千円

地方公共団体金融機構 2億9,009万2千円

銀 行 等 2億6,788万2千円

環 境 再 生 保 全 機 構 6,216万円

計 72億2,274万6千円

下
水
道
会
計

財 務 省 31億1,294万5千円

（株）かんぽ生命保険 24億6,759万円

地方公共団体金融機構 28億9,777万3千円

銀 行 等 31万8千円

計 84億7,862万6千円

合　計 157億137万2千円

名　称 現在高
財 政 調 整 基 金 49億2,837万9千円
減 債 基 金 35億1,625万5千円
奨 学 基 金 2億1,657万9千円
芸 術 振 興 基 金 1,000万円
国 際 交 流 基 金 1,716万2千円
地 域 福 祉 基 金 2億1,129万3千円
公立学校施設整備基金 21億8,039万1千円
照 沼 小 学 校 建 設 基 金 12億5,000万円
中 丸 小 学 校 建 設 基 金 9億5,000万円
児童福祉施設整備基金 2億7,856万5千円
緑 化 基 金 2億8,148万2千円
公 共 施 設 維 持 整 備 基 金 2億6,535万9千円
消防緊急通信指令施設整備基金 1億2,087万3千円
土 地 開 発 基 金 5億円
国民健康保険支払準備基金 1千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 1億307万8千円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 703万円

合　計 148億3,644万7千円

収入済額 １世帯当たり負担額※ １人当たり負担額※

村税 115億5,674万5千円 78万3,243円 30万5,395円
村民税 25億3,128万円 17万1,554円 6万6,891円

うち個人分 19億9,864万7千円 13万5,456円 5万2,816円
固定資産税 80億2,595万1千円 54万3,948円 21万2,091円

うち個人分 10億8,081万6千円 7万3,251円 2万8,561円
軽自動車税 6,123万1千円 4,150円 1,618円
村たばこ税 2億208万8千円 1万3,696円 5,340円
入湯税 0円 0円 0円
都市計画税 7億3,619万5千円 4万9,895円 1万9,455円

うち個人分 9,919万3千円 6,723円 2,621円
※平成23年４月１日現在の住民基本台帳法に基づく世帯数（14,755世帯）、人口（37,842人）で算出しています。

区　　分
公有財産

土地 建物 有価証券･出資による権利
行政財産（役場庁舎や学校、公園等） 124万3,621㎡ 11万8,754㎡ ――
普通財産（行政財産以外のもの） 22万3,454㎡ 3,509㎡ ――

合　計 146万7,075㎡ 12万2,263㎡ 52億405万7千円

住民福祉の増進のために各種建設事業等
を行う場合の財源として借り入れたお金

特定の目的のために積み立て、必要に応
じて取り崩して使用するお金

基金村債の状況

村税負担の状況

基金の状況

公有財産の状況

●問い合わせ　財務課財政担当（☎282-1711 内線1384）
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村上村長

　復興までの長い道のりを歩み始めた東海村と村民の皆さんに対し、心からお見舞い申し上げます。

また、ここアイダホフォールズ市では復興援助のための募金活動をいくつも行っているところです。

　このような状況ですので、アイダホフォールズ市の姉妹都市協会そして訪問団員は、10月

に予定していた村への訪問を延期したいと考えています。東海村の皆さんや日本の皆さんが、

日本に降り掛かった未曾有の災厄から、今まさに復興の途中にある中で、丁重なおもてなしを

強いてしまうのは不適切だろうということが、私自身も含め、満場一致の意見です。

　何千人という行方不明者がおり、壊れた物を修復するには数か月と言わず、数年かかるだろうという

中で、注意や再建に充てるべき時間を私たちのために割くことは望みません。私たちは待ちたいと思います。

　招待をやめないことで、良きホストであろうとしてくださっていることには感謝しています

が、切り抜けなければならない物事への痛みや心労があることも理解できます。

　姉妹都市として30年間築き上げてきた私たちの素晴らしい関係を、私は心から大切にして

います。東海村の皆さんの希望は敬意を持って尊重しますが、このような国の歴史に残る困難

な時期に、計画を立てて私たちをもてなすという負担を掛けたくないという私たちの願いを受

け入れていただけるよう、友人として、仲間として、お願い申し上げます。

　この困難な時期を抜け、復興が進んだら、訪問できる機会は後にたくさんあります。その機

会にお祝いもできます。その時には、姉妹都市としての絆をあらたにし、あの日に亡くなられ

た犠牲者の方々に祈りを捧げましょう。

　友よ、まず、この時間をどうかご自身とコミュニティーを大事にす

るために使ってください。私たちの訪問を心から喜べる機会はまたあ

ります。これは私たち双方が取るべき正しい道筋ではないでしょうか。

私は心の内でそう感じていますし、村上村長も心の奥底では同じよう

にお感じであろうと思っています。

2011年５月

　　　　　　　　アイダホフォールズ市長　ジャレッド・ファーマン

　村とアメリカ合衆国アイダホ州アイダホフォールズ市は、共に原子力研究施設を持つという縁から昭
和56年に国際親善姉妹都市の盟約を締結しました。今年は盟約締結から30年――村では、この秋アイダ
ホフォールズ市の一般訪問団を迎え、30周年を祝う予定でした。しかし、このたび発生した東日本大震
災での村の状況を気遣い、ジャレッド･ファーマン市長やナンシー ･ソーセン姉妹都市協会会長が訪問
の延期を申し出てくださったことから、30周年記念事業は来年度以降に延期することを決定しました。
　現在、アイダホフォールズ市では、数々のチャリティーイベントが行われ、日本や東海村への義援金が集め
られています。30年間、姉妹都市交流を続け、深い友情と信頼関係を築いてきたことで、アイダホフォールズ
市の皆さんも親身になって東海村を応援してくれています。「姉妹都市」の言葉どおり、仲の良い姉妹のように
助け合える存在であり続けられるよう、今後も交流を続けてさらなる親交を深めていきます。
　なお、ジャレッド･ファーマン市長から次のようなメッセージが届きましたのでご紹介します。

  アイダホフォールズ市

国際親善姉妹都市アイダホフォールズ市の
市長からメッセージが届きました！
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●自分たちができることで、復興のためにサポートします
５月23日、東海村華道連盟により中央公民館の玄関ホールに花が
飾られました。これは、東海中学校の２年生が東日本大震災の影
響で、普段の校舎や教室とは違う環境で勉学に励むことになって
いるため、何かサポートしたいという思いから行われたもの。連
盟では、これまでも村内にある２つの中学校には、各学期の始業
式の日に生徒が晴れやかな気持ちでスタートできるよう花を飾っ
ていましたが、今回は、生徒が中央公民館を離れる日まで、華道
連盟に加入している団体が交代で花を飾り続け、水の交換等の管
理も行っていくそうです。飾られた花には、「東海中学校２年生
へ　地震に負けないで、勉強してください。私たちも応援してお
ります」――と書かれた心温まるメッセージが添えられています。

中央公民館の大会議室で授業を受ける生徒と華道連盟の方が飾った花

　村では、国に「東日本大震災被災地方公共団体に対する各地方公共団体からの人的支援」を要
望しました。その結果、島根県松江市が支援の手を差し伸べてくれることとなりました。
　応援に駆け付けてくれたのは、建築職と土木職の職員の２人で、５月10日から職員を交代しな
がら、村職員とともに災害の復旧作業を進めてくださいます。

島根県松江市職員が村の復旧作業の応援に！！

●問い合わせ●　人事課人事担当（☎282-1711 内線1322）

松江市建設部建築課主任　　江
え と う

藤　浩
こ う じ

二さん 松江市建設部管理課副主任　　明
みょうじ

事　忍
しのぶ

さん

村道の復旧工事業務に従事（道路整備課）被災した建物の設計業務に従事（都市政策課）

≪５月の応援職員から一言≫

を行いました。東海村で働いたことは自
分にとって貴重な経験になりました。１
日も早い復興を願っています。

赴任して、被害の甚大
さにあらためて驚きま
した。１か月という短
い間ですが、東海村職
員と一緒に精一杯業務

村の被災状況を見て、
震災当時は本当に大変
だったと感じました。
松江市職員も、東海村
職員とともに１日も早

い復旧に向けて精一杯頑張ります。今後
も、村民の皆さんの温かいご声援とご協
力をお願いします。
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災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
防災行政無線の内容を無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
防災行政無線の内容を無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

　これまで、被災により、国民健康保険被保険
者証、後期高齢者医療被保険者証を紛失した方
は、医療機関に氏名、生年月日等を申し出るこ
とで保険診療を受けることができましたが、７
月１日（金）からは、窓口での提示が必要になり
ます。被保険者証の再発行を申請してください。
●申し込み・問合せ  ▼国民健康保険…保健年

金課国保年金担当（内線1131）▼後期高齢者医
療保険…保健年金課地域医療担当（内線1134）

　これまで、下記の対象に該当する方は、申し
出により医療機関の窓口負担（一部負担金）が免
除されていましたが、７月１日（金）からは、申
請に基づいて発行された「免除証明書」の提示が
必要になります。詳細についてはお問い合わせ
ください。
●対　　象 住宅が半壊または全壊した方、主

たる生計維持者が災害により亡くなった方等 
※すでに医療機関等の窓口で支払った一部負
担金がある方はお問い合わせください。

●申し込み・問合せ　▼国民健康保険…保健年
金課国保年金担当（内線1131）▼後期高齢者医
療保険…保健年金課地域医療担当（内線1134） 被保険者証（国民健康保険被

保険者証等）を紛失した方へ

●搬 入 日 ６ 月15日（水）、 ７ 月20日（水）、
８月17日（水）、９月21日（水）

●時　　間 午前９時～正午、午後１時～３時
●搬入場所 東海村最終処分場
●搬入できる物 瓦･ブロック･大谷石･ガラス･

陶器 ※解体･修繕等の増改築工事に伴って発
生した物（残存部分等）は搬入できません。

●申し込み・問合せ 搬入する日の前日までに、
清掃センター備え付けの届出書（印鑑不要）に
必要事項を記入の上、ごみゼロ推進課（清掃セ
ンター内 ☎282-7289）へ申し込みください。

被災により破損した瓦等の搬入は
９月までの第３水曜日に受け入れます

　これまで、半壊した住家をやむを得ず解体した
場合に支援金を請求する際は、「解体確認書（滅失
証明書）」（市町村発行）と「滅失登記簿謄

と う ほ ん

本」（法務局
発行）の両方の添付が必要でしたが、国の制度改
正により、いずれかの添付でよいことになりました。
●問 合 せ 社会福祉課地域福祉推進担当（内

線1183）

支援金請求における「解体確認書
（滅失証明書）」等の添付について

　東海村社会福祉協議会では、東北地方の被災
地を支援するための災害ボランティアバスを運
行します。ぜひご参加ください。
■出 発 日 ①６月25日（土） ②７月９日（土）

③７月23日（土）※被災地の支援要請状況や
天候により中止する場合があります。

■活動場所 宮城県亘理町 ※被災地の復興状
況により変更する場合があります。

■対 象 等 村内在住で18歳以上の体力に自
信がある健康な方（先着28人／回）

■活動内容 家屋の泥のかき出しや清掃、がれ
きの撤去等

■参 加 費 無料
■そ の 他 ▼ボランティア活動保険に加入し

ます。▼行程等は東海村社会福祉協議会ホー
ム ペ ー ジ（http://www.t-shakyo.or.jp/）を ご
覧ください。

■申し込み・問合せ ①は６月13日（月）から、
②は６月27日（月）から、③は７月11日（月）か
ら東海村ボランティア市民活動センター「えが
お」（☎283-4538）へ電話で申し込みください。

東北地方の被災地を支援しませんか？

医療機関の窓口負担の免除には
証明書の提示が必要になります
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災害に関するお知らせ

節電へのご協力をお願いします

施 設 再 開 の お 知 ら せ
　災害に乗じた詐欺が発生しています。少しで
も不審な点があったらご相談ください。
●問 合 せ 消 費 者 ホ ッ ト ラ イ ン（☎0570-

064-370）

詐欺にご注意ください！

家庭で今すぐできる節電対策

■照　　明…使用は必要最小限にする。
■電気機器…使用しないときは、主電源を

切るか電源プラグを抜く。※個別スイッ
チタイプの「テーブルタップ」が便利です。

■エアコン…設定温度を上げる。※設定
温度を２度上げると10パーセントの節
電効果があります。

■室内の温度を下げる…「よしず」や「グ
リーンカーテン」を活用する。

夏季の電力需要のピークは午後２時！

　７月から９月までは冷房の使用により、
午後２時をピークとした午後１時～４時
に電力の需要が増加します。
　なお、経済産業省のホームページ「節
電－電力消費を抑えるためには」（http://
www.meti.go.jp/setsuden/
index.html）にもさまざまな
節電方法を掲載しています
のでご覧ください。

ご家庭でも引き続き節電をお願いします

●問 合 せ 環境政策課環境計画推進室（内線1454）

総合福祉センター「絆」（機能回復プール）

　機能回復プールは６月から使用を再開しました。
●問 合 せ 東海村社会福祉協議会（☎282-

2804）

　震災により各地の発電施設が被害を受けたため、今年の夏は大幅な電力供給不足が予想さ
れています。
　このため、役場庁舎をはじめとした村内の各公共施設でも節電対策を講じる必要がありま
す。村では役場庁舎を中心として、前年度電気使用量の15パーセント削減を目標とした、「東
海村節電ガイドライン」の運用を開始しました。
　来庁する皆さまにも何かとご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

役場庁舎等の「節電ガイドライン」を運用開始

「東海村節電ガイドライン」による役場庁舎の主な取り組み

●照明は業務に支障のない範囲で消灯もしくは電灯の間引きをする。
●昼休みの一斉消灯は正午とする。※１階では実施しません。
●夏場のエアコンの設定温度は29℃とする。
●グリーンカーテンやブラインド、カーテンを活用して室温の上昇を抑える。
●トイレの暖房便座の電源は切る。
●エレベーターの稼動は１基のみとする。
●入り口の自動ドア（内側）の電源は切り、常時開放する。
●毎週金曜日は節電定時退庁日とする。
※その他、長時間席を離れるときはＯＡ機器の主電源を切るなど、
　職員一人ひとりが意識的に節電に心掛けます。
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「
男
女
共
同
参
画
週
間
」は
、
平
成
11
年
６
月
23
日
に

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」が
公
布･

施
行
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
そ
の
目
的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
で
は
、
平
成
19
年
４
月
に「
東
海
村
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
」を
施
行
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
上
テ
レ
ビ
放
送
が
い
よ
い
よ
７
月
24
日
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
と
完
全
移
行
し
ま
す
。
総
務
省
で
は
、
今
後

予
想
さ
れ
る
相
談
の
増
加
に
向
け
、
迅
速
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、無
料
の
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
基
礎
的
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
い
く
ら
掛
か

る
の
？
」「
今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
見

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」と
い
っ
た
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め
の
具
体
的
な
質
問
に
お
答
え

し
ま
す
。毎
週
水
曜
日
は
、直
接
、相
談
員
が
相
談
に
応
じ
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
、
設
置
の
相
談
用
直
通
電
話
を

通
し
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。
事
前
予

約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
直
接
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
設
期
間　

６
月
15
日（
水
）か
ら
８
月
26
日（
金
）ま

で（
土･

日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

■
開
設
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
開
設
場
所　

役
場
行
政
棟
１
階
税
務
課
手
前
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
）の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
総
務
省
茨
城
県

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
茨
城

相
談
会
グ
ル
ー
プ
）（
☎
303
局
２
６
０
１
）ま
た
は
、

総
務
課
情
報
政
策
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線

１
３
１
４
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
23
日
～
29
日
は
、

﹁
男
女
共
同
参
画
週
間
﹂で
す
！

６
月
23
日
～
29
日
は
、

﹁
男
女
共
同
参
画
週
間
﹂で
す
！

７
月
24
日
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
に
向
け
た

臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
開
設
の
お
知
ら
せ

東
海
村
の
復
旧･

復
興
に
向
け
、
住
民

が
一
つ
に
な
っ
て
東

海
村
の＂
元
気
＂を
内

外
に
発
信
す
る
た
め

に
、
本
年
も「
東
海

ま
つ
り
」を
開
催
し
ま

す
。
今
年
は「
元
気
村･

と
う
か
い
」を
テ
ー
マ
に
、
新

し
い
企
画
も
盛
り
込
み
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
な
お
、
例
年
実

施
し
て
い
る
花
火
大
会
に
つ
い
て
は
、
都
合
に
よ
り
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、祭
り
に
お
け
る
出
店
者
等
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

①
出
店
者
・
出
店
団
体　

会
場
内
の
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
に
お
い
て
飲
食
物
の
販
売
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
出
店
を
行
う
方（
出
店
料
⋮
１
テ
ン
ト
当

た
り
６
０
０
０
円
／
日
）

②
出
演
者
・
出
演
団
体　

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果

や
特
技
等
を
路
上
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
た
い
方

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ　

会
場
準
備
等
、
当

日
の
祭
り
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

①
②
は
６
月
17
日（
金
）、
③
は
６
月
30
日（
木
）ま

で
に
、
東
海
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
283

局
２
１
４
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
33
回
東
海
ま
つ
り

８
月
６
日（
土
）

　

Ｊ
Ｒ
東
海
駅･

駅
東
大
通
り

※
雨
天
の
場
合
は
８
月
７
日（
日
）に
順
延

男
女
共
同
参
画
の
実
践
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
日
々
の
暮
ら
し
方
や
行
政
施
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
、
原
子
力
防
災
の
在
り
方
ま
で
を
含
め
た〝
総
点

検
作
業
〞で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も「
こ

れ
ま
で
の〝
当
た
り
前
〞を
問
い
直
す
視
点
」に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

６
月
29
日（
水
）　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　

役
場
行
政
棟
５
階（
原
子
力
視
察
研
修
室
）

■
定
員　

先
着
50
人

■
演
題　
「
男
女
共
同
参
画
は
20
世
紀
型
の『
あ
た
り

ま
え
＝
神
話
』を
問
い
直
す
視
点
」

■
講
師　

渋
谷
敦
司
さ
ん（
茨
城
大
学
教
授
）

■
入
場
料　

無
料

■
そ
の
他　

予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
方
は
申
し
込
み
時
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
23
日（
木
）

ま
で
に
、
自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
２
７
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

﹁
チ
ャ
ン
ス
を
分
か
ち
、
未
来
を
拓
こ
う
﹂

﹁
東
海
村
男
女
共
同
参
画
講
演
会
﹂開
催

8 ●



国
民
年
金

だ 
よ 
り

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て

認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一
部
が
免
除

と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
免
除
の
対
象
と
な
る
所
得
基
準

現
在
受
け
付
け
て
い
る
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

対
象
期
間
は
、
平
成
22
年
７
月
分
か
ら
平
成
23
年
６
月
分

で
す（
受
け
付
け
締
め
切
り
は
平
成
23
年
７
月
末
）。
こ
の
期

間
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
や
世
帯

主
等
の
平
成
21
年
中
の
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
基
準
を
超
え
て
い
て
も
災

害･

失
業･

事
業
の
廃
止
等
の
理
由
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
加
え
て
、

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
所
得
証
明
書

が
、
離
職
さ
れ
た
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
た
離
職

票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
未
納
せ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

免
除
を
受
け
ず
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
万
が
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金･

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

後
か
ら
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
を

過
ぎ
る
と
加
算
額
が
付
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

私
は
東
海
村
高
校
生
会
の
一
員
と
し
て
、
楽
し

く
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ
と
が
好
き

で
、
将
来
教
師
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
は
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

小
学
生
の
時
に
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
や「
友
情

の
船
」に
参
加
し
て
、
初
め
て
高
校
生
会
の
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
い
つ
も
笑
顔

で
優
し
い
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
―
―
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
気
を
配
っ
て
、
行
動
力
も
あ
る
そ
の
姿

に
、
と
て
も
あ
こ
が
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
分
が
高
校
生
会
に
入
り
、
実
際
に

活
動
し
て
み
る
と
、
思
い
描
い
て
い
た
よ
う
に
は

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
生
を
楽
し
ま 常磐大学高等学校３年　豊白　黒

く ろ さ わ

澤　知
ち ひ ろ

紘

東海村高校生会で経験したこと

エッセー頑張る

ＶＯＬ .  １２５

今どきの

青少年

せ
た
り
、
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
身

を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加

し
た「
友
情
の
船
」で
は
、
た
く
さ
ん
の
小
学
生
、
中
学

生
を
率
い
る
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
あ

ら
た
め
て
こ
の
よ
う
な
活
動
の
楽
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
や
先
輩
方
に
た
く
さ
ん
の
助

言
や
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
き
、
仲
間
と
と
も
に
頑

張
っ
て
き
た
こ
と
は
、と
て
も
大
切
な
思
い
出
に
な
り
、

将
来
に
向
け
て
の
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
高
校
３
年
生
に
な
り
、
将
来
の
こ

と
を
真
剣
に
考
え
、
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
が
来
ま
し
た
。
こ
の
現
状
に
辛
さ
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、「
初
心
貫
徹
」。
教

師
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
あ
こ
が
れ
の
先
生

の
背
中
を
追
い
掛
け
、生
徒
へ
の
愛
情
が
あ
ふ
れ
る
、

何
事
に
も
一
生
懸
命
な
、
良
い
先
生
に
な
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
ま

で
高
校
生
会
で

さ
せ
て
い
た
だ

い
た
経
験
を
生

か
し
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
興

味
を
向
け
、
夢

に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

東海村高校生会での活動の様子

国
民
年
金
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
な
と
き
は
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「とうかい環境村民会議」とは…

　「とうかい環境村民会議」は、平成22年12月11日に「東海村第
２次環境基本計画」を策定し、その推進を図ることを目的に発足
しました。会議の委員は、自治会や環境団体、事業所や商工関係
者、公募での参加者、村職員等さまざまで、現在は67人で“環境
にやさしい豊かで安心な村づくり”を目指しています。
　私たちの目標は、今年度中に「東海村第２次環境基本計画」の策
定を終えることです。今日までに「自然共生社会部会」「低炭素社会
部会」「循環型社会部会」「生活環境部会」の４つの部会に分かれて話
し合い、７回目の会議を終えて計画内容の検討を始めたところです。
私たちの活動をご紹介します！

　このコーナーでは、「東海村第２次環境基本計画」の策定がどの
ように行われているか、私たちの活動がどのようなものかを皆さ
んにご紹介していきます。なお、委員は随時募集しています。興
味のある方、委員になりたい方はご連絡ください。
これまでの主な活動

２月17日　「東海村環境基本計画」（第１次）の策定について、策
定を担当した役場の担当課にヒアリングを行いました。

２月26日　環境先進地である東京都八王子市を視察しました。
八王子市では、市民が参加して、環境基本計画を推進していま
した。

◆17人で構成され、自然と共生できる社会を
目指すという基本理念に基づき、「生きもの
のにぎわいづくり」「緑や水環境の保全」「水と
緑のネットワークの形成」等をテーマに、詳
細の検討を進めています。

■４月23日には、総勢14人で細浦･天神山周辺
の自然観察会を実施しました。

◆地球環境に配慮した低炭素社会を目指し、
CO2の削減目標を立てています。「地域交通」

「廃棄物」「エネルギー」「省エネ対策」「教育」等
の観点から、村民と行政、それぞれの力を生
かせるような案を検討しています。

■16人のメンバーが、“20年後の未来”に向け
た計画の策定に取り組んでいます。

◆資源循環を進める社会づくりを目指し、生ご
み･廃食油の資源化と利用推進･環境負荷の少
ない農業の在り方･再生品の利用等、“回

か い せ い

生”
をキーワードに課題を洗い出し、改善点につ
いて検討しています。

■「家庭や学校教育の現場にも環境意識の啓発
を！」と17人の個性豊かなメンバーで活動中です。

◆安心して生活できる社会づくりを目指し、食や
水の安全、資源ごみのリサイクルと生ごみの
処理、公害、子どもの安全が確保できる公園
や道路の整備等、生活にかかわる環境問題の
改善についてメンバー 17人で検討しています。

■村民の方々の声を聞きながら取り組んでいま
す。皆さんで住みよい村にしていきましょう。

「東海村第２次環境基本計画」の策定を目指して活動しています！

●自然共生社会部会 ●低炭素社会部会

●循環型社会部会 ●生活環境部会

●問い合わせ 環境政策課環境計画推進室（☎282-1711 内線1454）

「とうかい環境村民会議」の委員

ＮＰＯ法人と企業、行政が連携して
管理する「長池公園」を視察する委員

（２月26日･東京都八王子市）

４つの部会を紹介します

とうかい環境村民会議だより 第１号
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◆ＣＴ（Computed Tomography）装置とは

放射線を用いて体の断面を画像化する装置です。この装置は、１回
転0.33秒で64枚の画像を撮ることができ、「最高の性能を有する最新
鋭機種」といわれています。

最新･高性能装置による検査で病気の早期発見を！

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

こんにちは！
村立東海病院です

村立東海病院では、開院時に「MRI装置」(1.5テスラ)を導入し、さまざまな検査を行ってきました。
また、平成22年６月には最新式の「CT装置」(64スライス)を導入し、撮影時間の大幅な短縮と、より微
細で鮮明な断面像の抽出が可能になりました。そこで、各装置や検査の特長についてご紹介します。

◆ＭＲＩ（Magnetic Resonance Imaging）装置とは

磁気の力を利用して体の臓器や血管を画像化する装置です。
MRI検査では、強力な磁石でできた筒の中に入り、頭から足
先まで全身を検査できます。そのため非常に精度の高い検査
を行うことが可能で、病気の形態を描出するだけでなく、そ
の詳細な広がりや性状の判断にも使用されます。

◆ＣＴ･ＭＲＩ検査の価格等

ＣＴ検査…13,000円～ 39,000円程度／回　　ＭＲＩ検査…16,000円～ 41,000円程度／回
※撮影部位、造影剤使用等により金額が変わります。また、上記は、全額自費負担の価格です。治療等
　で保険診療を行う場合は、上記額の１～３割の負担額で検査できます。

◆ＣＴ検査の特長とは

▽高分解能化によって、従来は不可能であった直径数ミリメートル
　ほどの小さな病変の描出も可能です。
▽撮影範囲が２メートルもあるので、全身撮影が一度の検査で済み、
　撮影時間が大幅に短縮されます。
▽骨や臓器、また造影剤の使用により全身の血管も立体化でき、診
　断や治療の上で有用な画像として提供できます。
▽従来に比べて細かく高精彩な画像を短時間で撮影できます。また、
　最新技術によってこれまでに比べ、大幅な被ばく低減が実現されます。

◆ＭＲＩ検査の特長とは

▽放射線被ばくがなく、多方向からの断面図が得られます。
▽骨の内部、軟部組織、靭

じ ん た い

帯の状態も画像化することが可能です。
▽頭部、頸

け い

部領域では、造影剤を使用しなくても血管像の
　描出が可能です。

ＣＴ装置

ＭＲＩ装置

現在では、治療や診断に有用な検査がより患者さんにやさしく、ストレス無く受けていただけます。
私たちはこれからも迅速で丁寧な対応、適切な医療情報の提供、医療被ばく低減を常に意識した検査
を行っていきたいと思います。また、近隣地域の先生方にも積極的に当院のＣＴ装置･MRI装置を活用
していただければ幸いです。お気軽にご相談ください。
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●
カ
フ
ェ「
響
」の
営
業
日･

時
間

カ
フ
ェ「
響
」は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
）の
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
営
業
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
、
午
前
11
時
30
分

か
ら
午
後
１
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
カ
フ
ェ「
響
」の
主
な
メ
ニ
ュ
ー･

価
格

カ
フ
ェ「
響
」の
主
な
メ
ニ
ュ
ー
と
価
格
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、「
日
替
わ
り
ラ

ン
チ
」は
、
１
日
10
食
限
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
専

門
員
が
土･

日
曜
日
も（
月･

火
曜
日
を

除
く
）農
作
物
栽
培
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
な
ど
に
加
入

し
て
い
な
い
一
般
の
方
の
場
合
、
栽
培

に
関
す
る
専
門
的
な
情
報
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
家
庭
菜
園
の
実
践
者
を

中
心
に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
病
害
虫
防
除
の
方
法

や
品
目
の
選
び
方
等
と
と
も
に
、
肥

料
の
使
い
方
に
関
す
る
質
問
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
は「
肥
料

を
た
く
さ
ん
使
っ
た
の
に
実
付
き
が

悪
い
」「
思
っ
た
ほ
ど
効
果
が
な
い
」と

い
っ
た
内
容
で
す
。
か
つ
て
は
学
校
で「
窒
素

･

リ
ン
酸･

カ
リ
ウ
ム
が
植
物
の
三
栄
養
素
で
あ
り
、
こ
れ
を
十
分

に
与
え
な
い
と
質
の
良
い
農
産
物
が
収
穫
で
き
な
い
」と
教
え
ら

れ
、「
窒
素･

リ
ン
酸･

カ
リ
」と
呪じ

ゅ
も
ん文
の
よ
う
に
唱
え
た
も
の
で
し

た
。
こ
の
三
要
素
の
成
分
が
配
合
さ
れ
た
化
成
肥
料
を
畑
に
ま

け
ば
、作
物
は
順
調
に
育
つ
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
、農
家
の
間
で
は
、こ
の
こ
と
は“
過
去
の
常
識
”と
な
っ

て
い
ま
す
。
窒
素
分
を
多
く
与
え
る
と
稲
が
伸
び
過
ぎ
て
倒
れ

や
す
く
な
っ
た
り
、
つ
る
や
葉
だ
け
が
繁
茂
し
サ
ツ
マ
イ
モ
の
肥

大
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
過
剰
な
窒
素
肥
料
の
使
用
は

控
え
る
と
い
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
窒
素
は
植
物
の
成

長
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
作
物
に
吸
収
さ
れ
な
い

も
の
は
地
下
水
や
河
川
の
汚
染
を
招
く
と
い
う
弊
害
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ「
窒
素･

リ
ン
酸･

カ
リ
」の“
呪じ

ゅ
ば
く縛

”か
ら

逃
れ
、
作
物
ご
と
に
必
要
と
さ
れ
る
最
小
限
の
養
分
を
補
う
こ

と
を
目
的
に
、適
切
な
肥
料
の
使
用
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

▼
問
い
合
わ
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

「窒 素・ リ ン 酸・ カ リ」の 呪 縛

vol.23

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

36

チ
ャ
ン
ネ
ル

チ
ャ
ン
ネ
ル

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る「
な

ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
精
神
障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
、カ
フ
ェ「
響ひ

び
き

」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
た
だ
い
ま
、
カ
フ
ェ「
響
」で
勉
強
中
！

皆
さ
ん
、
カ
フ
ェ「
響
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す

ぐ
右
手
に
、カ
フ
ェ「
響
」は
あ
り
ま
す
。
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
が
就
労
指
導
員
の
指
導
の
下
、
カ

フ
ェ
の
運
営
を
通
し
て
、
一
般
就
労
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学

ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
開
店
前
の
清
掃
、
接
客
や
会
計
、

そ
し
て
食
器
洗
い
な
ど
、
作
業
一
つ
一
つ
を
正
確
に
行
え
る

よ
う
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
お
客
さ
ま
と
の
出
会
い
を
大
切
に
―
―

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
と
の
出
会
い
―
―
。

何
気
な
い
会
話
や
笑
顔
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
要
素
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ「
響
」で
は
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
さ
ん
の
ご

来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
な
ご
み

･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
精
神
障
が
い
に
つ
い
て

の
ご
相
談
や
自
立
支
援
医
療
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
悩
み
事
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
精
神
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
の

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

各
種
ジ
ュ
ー
ス

コ
ー
ヒ
ー

日
替
わ
り
ラ
ン
チ

１
０
０
円

２
０
０
円

５
０
０
円

日替わりランチ
メニュー例…
とんかつ･ふろ
ふき大根･いん
げんのマスター
ド和え･ごはん･
味噌汁･ドリンク

ち
ょ
っ
と
し
た

集
ま
り
や
、
打

ち
合
わ
せ
な
ど

の
際
に
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
障
が
い
福
祉
の
窓
口
が
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
り
ま
し
た
。
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︻
俳　

句
︼

吹
く
風
や
猫
の
鳴
き
声
二
度
三
度

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

藤
の
花
零こ

ぼ

る
る
天
地
瑠
璃
色
に

村　

松　

松
本　

正
勝

水
ぬ
る
む
土
手
の
木
々
に
も
若
葉
萌
ゆ

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

葉
の
揺
れ
も
余
震
に
見
え
る
花
水
木

東　

海　

佐
藤　

と
よ

春
雷
の
し
ど
ろ
も
ど
ろ
と
な
り
に
け
り

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

暮
れ
春
や
シ
ー
ト
屋
根
置
き
終
の
家

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

ふ
じ
棚
に
集
ふ
姉
妹
に
笑
顔
あ
り

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

薫
風
に
向
か
い
て
祈
る
安
全
を

外　

宿　

西
山　

純
一

母
の
忌
や
思
い
出
さ
せ
る
昼
の
藤

緑
个
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

泪
目
の
牛
も
若
葉
を
映
し
け
り

豊　

白　

小
林　

久
男

　
　
︻
短　

歌
︼

八
十
路
越
え
先
端
医
療
と
愛
を
受
け
父
母

往
き
し
旅
追
っ
て
悔
ま
ん

舟
石
川
駅
東　

助
川
今
朝
吉

避
難
先
探
し
探
し
て
電
話
せ
し
家
族
無
事

と
に
や
っ
と
安
堵
す南　

台　

根
本
内
俊
男

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ ■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

▼ギャラリー A（２階）

３月20日（日）～26日（土）

７月３日（日）～９日（土）

楽しく豊かな絵を描きたい――そんな願いを持
ちながら、毎年小品展を
開いてきました。今年は
節目となる第20回目の記
念作品展。油彩･水彩等約
30点の作品を展示します。

第20回記念東海絵画同好会展
東海村芸術祭　　６月19日（日）～25日（土）

末
孫
の
凛
々
し
き
姿
眺
め
つ
つ
添
い
寝
し

た
夜
懐
か
し
み
お
り村　

松　

高
橋　

正
弘

晴
れ
し
朝
支
柱
に
か
ら
む
え
ん
ど
う
の
花

あ
ま
た
咲
く
八
十
八
夜

船　

場　

舛
井
庫
之
助

ね
ぎ
坊
主
地
震
も
知
ら
ず
ね
ぎ
坊
主
春
風

受
け
て
背
伸
び
し
て
い
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

大
震
災
田
植
中
止
の
通
達
に
家
の
め
ぐ
り

は
田
起
し
し
ま
ま

外　

宿　

高
槌　

す
み

瓦
片
お
し
の
け
黄
梅
今
日
も
又
余
震
に
ゆ

れ
る
も
一
つ
づ
つ
咲
く

内　

宿　

村
上　

文
江

甲
高
く
雌
を
呼
ぶ
の
か
雉
子
の
声
絆
通
り

で
散
歩
の
歩
止
む

村
松
北　

小
林　

正
義

目
に
涙
た
め
て
わ
が
い
る
避
難
所
に
余
震

あ
る
な
か
吾あ

こ娘
来
て
く
れ
し

須
和
間　

柴
山　

靖
子

歴
史
的
東
日
本
大
震
災
高
齢
な
り
し
わ
れ

遭
遇
す

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

年
ご
と
に
七
キ
ロ
余
り
取
れ
る
栗
チ
ェ
ン

ソ
ー
動
き
こ
の
木
も
終
る

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

行
く
道
に
強
き
南
風
吹
き
な
が
ら
さ
か
ら

ふ
如
く
鴉
ら
の
と
ぶ村　

松　

桜
井　

秀
子

６月26日（日）～７月２日（土）

小室李
り け い

谿と仲間たち2011

すごいスピードで成長していく
子どもたちの〝今この一瞬〟と、私
たち大人の一生の中のほんのひ
とこまを「書」という作品に投影さ
せたい――今に生きる喜びを表
現したい仲間たちの作品展です。

開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は午後３時閉館

開館時間：午前10時～午後７時 ※最終日は午後３時閉館

７月10（日）～16日（土）

村内在住者を中心に、絵が大好きで技術向上を
目指す人たちが集って発足し
たグループです。中には美術
公募展に入選する人も多数い
ます。今回は自画像を共通テ
ーマとした作品も展示します。

第21回アートフラッグ展
開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は午後３時閉館

▼ギャラリー A･B（１･２階）

今年の東海村芸術祭は、「東日本大震災義援チ
ャリティ特別展＆茶会」として開催。会場に設置し
た募金箱と茶会の収入を合わせて寄付します。皆
さんのご協力をお願いします。※茶会は、６月25
日（土）の午前１０時から午後３時まで。前売り券（１
枚500円）をご希望の方は６月24日（金）までに、鈴
木ふき子さん（☎282-0149）までご連絡ください。

東日本大震災義援チャリティ特別展＆茶会
開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は午後３時閉館
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麦
の
作
付
け
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

村
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
一

環
と
し
て
、
畑
地
の
地
力
回
復
や
風ふ

う
し
ょ
く蝕
被

害
防
止
の
た
め
に
、
麦
を
作
付
け
す
る
方

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
▼
平
成
24
年
２
月
末
日
ま
で
村
内
の

畑
地（
転
作
奨
励
補
助
事
業
対
象
の
陸

田
を
除
く
）に
麦
を
作
付
け
す
る
方

補
助
金
額
▼
５
０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

そ
の
他
▼
面
積
に
応
じ
て
麦
種
子
を
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

・

６
月
15
日（
水
）か
ら
30
日（
木
）ま

で（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
所
定
の
申
請

お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 23 年５月１日現在（前月比）
世帯数 14,245 世帯 （＋ 45）
総人口 37,582 人　 （＋ 48）

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等

【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●人口と世帯数●

●６月の休日診療●

●窓口業務時間延長●

●６月の納付●

納期限 ６月30日（木）

納付
種別

村県民税（全期分･第１期分）
介護保険料（第２期分）
里川堰土地改良区費（第２期分）
圷土地改良区経常賦課金（前期分）

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

12日（日）尾形クリニック 282-4781
19日（日）村立東海病院 282-2188
26日（日）茨城東病院 282-1151
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

｢

普
通
救
命
講
習
会
」を
実
施

日
時
▼
７
月
２
日（
土
） 

午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
消
防
署

定
員
▼
先
着
20
人（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

内
容
▼
心
肺
蘇そ

せ

い生
法･

止
血
法･

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
な
ど
、実
技
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
①
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
②
講
習
修
了
者
へ
普
通
救

命
講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。③「
普

通
救
命
講
習
会
」を
受
講
し
て
２
年
以

上
が
経
過
し
て
い
る
方
も
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
持
参
の
上
、
再
受
講
し

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287

局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

・

６
月
20
日（
月
）か
ら
30
日（
木
）ま

で
に
、
消
防
本
部
救
急
救
助
担
当（
☎

282
局
２
０
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
自
治
会･

職
場･

サ
ー
ク
ル･

任

意
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
５
人
以
上
集
ま

れ
ば
、
い
つ
で
も
講
習
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」を
実
施

　

と
う
か
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
で
は
、廃
食
油
を
使
用
し
た「
エ
コ
キ
ャ

ン
ド
ル
づ
く
り
」を
行
い
ま
す
。
７
月
16

日（
土
）に
開
催
す
る「
と
う
か
い
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
」に
、
自
分
が
作
っ
た
キ
ャ

ン
ド
ル
を
飾
り
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
６
月
25
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
先
着
50
人

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者

同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・

６
月
24
日（
金
）
ま
で
に
、
環

境
政
策
課
環
境
計
画
推
進
室（
内
線

１
４
５
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康･

医
療

｢

旬
野
菜
を
使
っ
た
適
塩
料
理
教
室
」

を
開
催

　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
調
理
実

習
を
行
い
、
高
血
圧
の
予
防
や
食
事
の
味

付
け
を
見
直
す
き
っ
か
け
づ
く
り
と
す
る

料
理
教
室
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

すべての電話から（☎ 0120-42-4848）
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に
所
得
が
あ
る
世
帯
は
所
得
割
課
税
額
を
合

算
）に
応
じ
て
、
保
育
料
等
を
軽
減
し
ま
す
。

内
容
▼

６
月
30
日（
木
）ま
で
に
、
各
幼
稚
園
か

ら
配
布
さ
れ
る｢

保
育
料
等
減
免
措
置

に
関
す
る
調
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
村
民
税
の
所
得
割
課
税
額
が
分

か
る
書
類（｢

村
県
民
税
課
税
証
明
書｣

ま
た
は｢

村
民
税･

県
民
税
特
別
徴
収
税

額
通
知
書｣

の
写
し
な
ど
）を
添
え
て
、

通
園
し
て
い
る
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
※
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
の
兄･

姉
が
い
る
世
帯
は
、
補
助

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
各
幼
稚

園
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当（
内
線

１
４
１
４
）

【
白
方･

石
神･

村
松
小
学
校
区
の
方
】

期
日
・
場
所
▼
６
月
15
日（
水
）･

石
神
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
６
月
23
日

（
木
）･
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
照
沼･

中
丸･
舟
石
川
小
学
校
区
の
方
】

期
日
・
場
所
▼
６
月
23
日（
木
）･

中
丸
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
６
月
29
日

（
水
）･

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
共
通
事
項
】

時
間
▼
午
前
９
時
45
分
～
午
後
１
時

定
員
▼
各
回
先
着
20
人

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
エ
プ
ロ
ン･

三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ

可
）･

ふ
き
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・

６
月
13
日（
月
）か
ら
各
開
催
日
の

２
日
前
ま
で（
土･

日
曜
日
を
除
く
）に
、

東
海
村
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
事
務
局（
保
健
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局

２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

福
祉

「
高
齢
者
状
況
調
査
」を
実
施

　

村
で
は
、
年
に
１
度
、
村
内
在
住
で
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
生
活
状
況
等
の
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
対

象
者
の
生
活
状
況
等
を
把
握
し
、
支
援
が

必
要
な
方
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
や

災
害
等
の
緊
急
時
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
▼
７
月
31
日（
日
）ま
で

調
査
項
目
▼
生
活
状
況
、
健
康
状
態
等

調
査
方
法
▼
各
地
区
の
担
当
民
生
委
員
が

対
象
者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
聞
き
取
り

調
査
を
し
ま
す
。

東
海
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

287
局
２
５
１
６
）

｢

中
国
式
健
康
体
操
教
室｣

を
開
催

　

病
気
の
予
防
や
治
療
の
た
め
に
、
中
国

の
医
師
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
健
康
体
操
で

す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
中
国
風
の
音
楽
に

合
わ
せ
て
、ゆ
っ
く
り
呼
吸
を
し
な
が
ら
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
関
節･

筋
力
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

期
日
▼
７
月
４
日･
25
日
、
８
月
22
日･

29

日
、
９
月
12
日･
26
日
、
10
月
17
日･

24

日
、11
月
14
日･

28
日
、12
月
12
日･

26
日
、

平
成
24
年
１
月
16
日･
30
日
、
平
成
24

年
２
月
13
日･

27
日
、
平
成
24
年
３
月

12
日･

26
日（
す
べ
て
月
曜
日 
全
18
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
方

定
員
▼
先
着
30
人 

※
初
参
加
の
方
を
優

先
し
ま
す
。

参
加
費
▼
１
８
０
０
円
／
人（
初
回
に
徴
収
）

・

６
月
13
日（
月
）か
ら
24
日（
金
）

ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て

期
日
▼
６
月
30
日（
木
）

時
間
▼
午
前
９
時
50
分
～
11
時

場
所
▼
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園

対
象
等
▼
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者（
先
着
30
組
）

内
容
▼
歌
、
読
み
聞
か
せ
、
子
育
て
が
楽

し
く
な
る
講
話

講
師
▼
さ
い
と
う
清
子
さ
ん（
育
児
相
談

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
、
靴
を
入
れ
る
袋
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

・

６
月
13
日（
月
）以
降
の
午
前
10
時

～
午
後
３
時（
土･

日
曜
日
を
除
く
）に
、

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園（
☎

287
局
７
１
１
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

育
児
講
座「
歌
と
お
話
の
世
界
」

を
開
催

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業
」

　

村
で
は
、幼
児
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、

幼
稚
園（
村
外
も
含
む
）に
通
園
す
る
子
が
い

る
世
帯
の
村
民
税
の
課
税
状
況（
２
人
以
上

区　分
補助限度額（円／年額）

園児１人か同一
世帯から複数の
場合の第１子

同一世帯に園児
が２人以上の場
合の第２子

同一世帯に園児
が３人以上の場
合の第３子以降

生活保護世帯 村立 20,000 村立 50,000 村立 79,000
私立 223,200 私立 264,000 私立 303,000

村民税非課税世帯
･村民税所得割課
税額非課税世帯

村立 20,000 村立 50,000 村立 79,000
私立 193,200 私立 249,000 私立 303,000

村民税所得割課税
額34,500円以下の
世帯

村立 ―― 村立 ―― 村立 ――
私立 109,200 私立 207,000 私立 303,000

村民税所得割課税
額183,000円以下の
世帯

村立 ―― 村立 ―― 村立 ――
私立 46,800 私立 175,000 私立 303,000

教
育
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
た
、「
第
29
回

定
期
演
奏
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
６
月
18
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分

開
演（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
第
１
ス
テ
ー
ジ
…
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル「
く
い
し
ん
ぼ
う
ラ
ラ
バ
イ
」　

第

２
ス
テ
ー
ジ
…“
ギ
タ
ー
と
と
も
に
”

「
あ
り
が
と
う
」ほ
か

入
場
料
▼
無
料

社
会
教
育
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当（
内
線
１
４
２
３
）

東
海
村
少
年
少
女
合
唱
団

「
第
29
回
定
期
演
奏
会
」を
開
催

　

文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
11
月
３
日

（
木･

祝
）か
ら
６
日（
日
）ま
で
、
東
海
文
化

セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
中
央
公
民
館

等
を
会
場
に
開
催
予
定
の「
東
海
村
文
化

祭
２
０
１
１
」に
参
加
す
る
方
、
出
展
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
歌
や
楽
器
、
ダ
ン
ス

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、生
け
花
や
絵
画
、書
道
、

写
真
の
出
展
等
、
日
ご
ろ
作
ら
れ
た
皆
さ

ん
の“
作
品
”を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方
、
ま
た
は

主
に
村
内
で
文
化
活
動
を
し
て
い
る
団

体 

※
営
利
目
的
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
な
お
、
参
加
基
準
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募 集

「
東
海
村
文
化
祭
２
０
１
１
」

参
加
者
募
集

【
弓
道
の
部
】

期
間
▼
７
月
７
日（
木
）か
ら
８
月
11
日

（
木
）ま
で
の
毎
週
木･

土
曜
日 

※
７
月

16
日（
土
）を
除
き
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
を
開
催

茨
城
県
教
科
書
セ
ン
タ
ー
の

「
教
科
書
展
示
会
」

　

文
部
科
学
省
の
検
定
に
合
格
し
て
採
択

の
対
象
と
な
っ
た
、
小
中
学
校
や
高
等
学

校
の
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
▼
６
月
17
日（
金
）
～
30
日（
木
）

　

※
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
４
０
２
会
議
室（
役
場
行
政
棟
４
階
）

学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当（
内
線

１
４
１
４
）

参
加
料
▼
３
０
０
０
円
／
団
体

・

７
月
15
日（
金
）ま
で
に
、
東
海
文

化
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の「
新
規
行
事

の
団
体
参
加
応
募
票
」に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
東
海
村
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
内 

☎

287
局
２
５
１
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

※
昨
年
参
加
さ
れ
た
団
体
等
に
は

「
継
続
参
加
登
録
票
」を
郵
送
し
ま
す
。

【
彫
刻
講
座
】

期
間
▼
７
月
～
12
月（
土･

日
曜
日
、
祝
日

を
中
心
に
全
20
回
程
度
）※
進
行
状
況

に
よ
り
回
数
は
変
動
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
ほ
か

東
海
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
座
を
開
催

時
間
▼
木
曜
日
…
午
後
７
時
～
９
時　

土

曜
日
…
午
後
１
時
～
３
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）･

在
学
で
中
学
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
30
人（
最
少
催
行
人
数
15
人
）

参
加
費
▼
２
０
０
０
円
／
人

【
早
朝
テ
ニ
ス
の
部
】

期
間
▼
７
月
10
日
か
ら
９
月
11
日
ま
で
の

毎
週
日
曜
日 

※
７
月
17
日（
日
）、
８

月
14
日（
日
）を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
７
時
～
９
時

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）･

在
学
で
中
学
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
60
人（
最
少
催
行
人
数
30
人
）

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
人

【

・

】

　

弓
道
の
部
は
６
月
14
日（
火
）か
ら
26
日

（
日
）ま
で
、
早
朝
テ
ニ
ス
の
部
は
６
月
18

日（
土
）か
ら
30
日（
木
）ま
で
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
総

合
体
育
館（
☎
283
局
０
６
７
３
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
高
校
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
10
人（
最
少
催
行
人
数
６
人
）

内
容
▼
本
格
的
な
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻（
人
物

像
）を
制
作
し
ま
す
。

受
講
料
▼
５
万
円
／
人（
前･

後
期
の
分
割

払
い
）※
別
途
、
金
属
鋳
造
費
等
が
掛

か
り
ま
す
。

【
絵
画
教
室
】

期
間
▼
７
月
～
平
成
24
年
３
月（
月
２
回
、

土･

日
曜
日
を
中
心
に
全
18
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
村
内
の
公
共
施
設

対
象
▼
高
校
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
15
人
程
度（
最
少
催
行
人
数

11
人
）

内
容
▼
用
具
の
使
い
方
や
構
図
の
取
り
方

等
を
学
ぶ
、初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。

受
講
料
▼
２
万
円
／
人

【
彫
刻
体
験
講
座
～
ブ
ロ
ン
ズ
レ
リ
ー
フ

制
作
～
】

期
日
▼
９
月
３
日（
土
）･４
日（
日
）･

10
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
ほ
か

対
象
▼
高
校
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
10
人（
最
少
催
行
人
数
６
人
）

内
容
▼
女
性
の
顔
の
レ
リ
ー
フ（
浮
き
彫

り･

30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
20
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
度
）を
制
作
し
ま
す
。

受
講
料
▼
５
０
０
０
円
／
人 

※
別
途
、

金
属
鋳
造
費
が
掛
か
り
ま
す
。

【

・

】

　

６
月
15
日（
水
）の
午
前
９
時
以
降
に
、

東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
管
理
室（
☎

287
局
３
６
８
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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そ
の
他

「
夏
休
み
親
子
水
道
教
室
」を
開
催

期
日
▼
７
月
31
日（
日
）

時
間
▼
午
前
８
時
50
分
～
午
後
２
時

場
所
▼
茨
城
県
企
業
局
県
中
央
水
道
事
務

【
総
務
課
広
報
担
当
勤
務（
１
人
）】

業
務
内
容
▼
毎
月
10
日
と
25
日
に
発
行
す

る
村
の
広
報
紙「
広
報
と
う
か
い
」の
編

集
作
業
や
取
材
等

雇
用
要
件
▼
パ
ソ
コ
ン･

ペ
ー
ジ
レ

イ
ア
ウ
ト
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア「A

dobe 
InD

esign

」等
に
よ
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ（D

esk 
Top P

ublishing

）の
経
験
が
あ
る
方

雇
用
期
間
▼
８
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
２

月
29
日
ま
で

勤
務
時
間
▼
原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（
時
間
外
勤
務
あ
り
）

賃
金
等
▼
時
給
…
１
０
７
０
円　

諸
手
当

…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…
社
会
保
険

（
健
康
保
険･
厚
生
年
金
保
険
）と
雇
用

保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
７
月
20
日（
水
）に
面
接
試
験

募 集

東
海
村
臨
時
職
員
募
集

を
行
い
ま
す
。

・

７
月
８
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）を

持
参
の
上
、
総
務
課
広
報
担
当（
役
場

行
政
棟
３
階 

内
線
１
３
１
５
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務（
５

人
程
度
）】

職
種
▼
障
が
い
児
施
設
指
導
員

雇
用
要
件
▼
①
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

小
学
校
教
諭
、
中
学
校
教
諭
、
高
等
学

校
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る

②
障
が
い
者（
児
）関
係
の
施
設
等
で
勤

務
経
験
が
あ
る
③
福
祉
関
係
の
学
科
で

学
ん
で
い
る
学
生
―
―
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

雇
用
期
間
▼
７
月
21
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

勤
務
時
間
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
の
指

定
さ
れ
た
４
時
間

賃
金
等
▼
時
給
…
１
０
７
０
円（
①･

②
の

方
）、
８
５
０
円（
③
の
方
）　

諸
手
当

…
通
勤
手
当

選
考
方
法
▼
６
月
22
日（
水
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

６
月
17
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）に

雇
用
要
件
を
証
明
で
き
る
も
の（
写
し

可
）を
添
え
て
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ

ン
タ
ー（
舟
石
川
駅
東
３
‐
９
‐
３
３ 

☎
287
局
２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

県
立
佐
和
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る

講
座
を
行
い
ま
す

【
お
も
し
ろ
実
験
・
楽
し
い
工
作
教
室
】

期
日
▼
７
月
27
日（
水
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

内
容
▼
ゴ
ム
風
船
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル･

偏
光
板
の
マ
ジ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル･

振
動

カ
ー
ト
の
製
作
等

【
楽
し
く
学
べ
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
体
験
講
座
】

期
日
▼
７
月
28
日（
木
）･

29
日（
金
）（
２
日
間
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

内
容
▼
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
写
真
入
り
は
が

き
の
製
作
等

【
場
所
】

　

県
立
佐
和
高
等
学
校

【
対
象
等
】

　

小
学
４
年
生
以
上
の
方（
各
先
着
20
人
）

【

・

】

　

７
月
15
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
、
は
が

き
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
①
希
望
す
る
講

座
名
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電

話
番
号
―
―
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
茨
城
県
立
佐
和
高
等
学

校（
〒
３
１
２
‐
０
０
６
１ 

ひ
た
ち
な
か
市

稲
田
６
３
６
‐
１ 

☎
285
局
１
８
１
９  

285
局
８
４
０
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

所（
那
珂
市
豊
喰
６
８
５
）

対
象
▼
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

児
童
と
そ
の
保
護
者

定
員
▼
50
組 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

内
容
▼
水
道
水
を
作
る
実
験
、
浄
水
場
見

学
、
水
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
な
ど

参
加
費
▼
無
料

・

７
月
11
日（
月
）（
必
着
）ま
で
に
、
は

が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
①「
夏
休
み
親
子

水
道
教
室
参
加
希
望
」②
住
所
③
氏
名

（
児
童･

保
護
者
）④
児
童
の
学
年
⑤
電
話

番
号
―
―
を
明
記
の
上
、
財
団
法
人
茨

城
県
企
業
公
社（
〒
３
１
０
‐
０
８
５
２ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
２
５ 

☎
301

局
１
１
３
３ 

301
局
１
１
３
５ 

kigyoukousha@
m

izudasu.or.jp

）
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
就
職
カ
レ
ッ
ジ
」を
開
催

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き
で
は
、“
脱

フ
リ
ー
タ
ー
・
脱
無
職
”を
目
指
し
て
い

る
方
を
対
象
に
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー｢

就

職
カ
レ
ッ
ジ
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
７
月
５
日（
火
）･

６
日（
水
）･

７
日

（
木
）･

12
日（
火
）･

13
日（
水
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
い
ば
ら
き
就
職･

生
活
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
４
１
）

対
象
▼
お
お
む
ね
15
歳
～
34
歳
の
求
職
者

で
全
日
程
参
加
で
き
る
方

定
員
▼
先
着
30
人

内
容
▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
面
接
対
策
等

参
加
費
▼
無
料

・

特
定
非
営
利
活
動
法
人
雇
用

人
材
協
会（
☎
300
局
１
７
３
８ 

s-college@
koyou-jinzai.org

）
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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夢は…。“漫画家”
村松小学校６年●薄

う す き

木詩
し お ん

音
　私は将来、漫画家になることが夢です。
　私は絵を描くことが好きなので、漫画家になってた
くさんの絵を描きたいと思います。話の内容を考える
ことも楽しそうだし、できた話を読んで読者が楽しく
なってくれたら自分もうれしくなります。締め切りな
どがあるので大変かもしれませんが、漫画を描くこと
が楽しかったら頑張れると思います。
　いつも漫画を読んでいると、楽しくなったり、続きが
気になったりします。その時、「自分でも漫画を描いて、
読んでくれる人を楽しませたい、喜ばせたい」と思います。
将来、その夢がかなうように頑張りたいです。
　そして、自分の描いた漫画を出して、たくさんの人々
を笑顔にできる、そんな漫画家になりたいです。まず
は自分が、漫画を描くことを楽しむということを忘れ
ないようにして、すてきな漫画を描きたいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-123

ちびっこ
美術館

通園バス
通園バスを描いてくれた颯くん（５

歳）。震災で園舎が移転し、通園バス
で通っていますが、「楽しい」とにこに
こしてくれました。そんな颯くんに「将
来はバスの運転手かな」と聞くと、「そ
ろばんの先生！」と答えてくれました。

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
６
月
10
日
号

そ
れ
は
、
娘
の
花は

な（
５
歳
）が
幼
稚
園

か
ら
帰
宅
し
、
息
子
の
晴は

る（
９
か
月
）と
遊

ん
で
い
た
時
で
し
た
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺

れ
始
め
、
な
ん
だ
か
や
け
に
長
い
な
と

思
っ
て
い
た
ら
、
家
全
体
が
ガ
タ
ガ
タ
と

動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
つ
も
の
地

震
じ
ゃ
な
い
、
だ
け
ど
床
も
地
面
も
揺

れ
て
ま
と
も
に
立
て
な
い
、
私
は
動
揺

し
て
力
が
入
ら
ず
、
２
人
を
両
脇
に
抱

え
て
、
這は

う
よ
う
に
必
死
で
外
へ
出
ま

し
た
。
そ
の
ま
ま
庭
に
へ
た
り
込
み
、「
大

丈
夫
よ
、
大
丈
夫
」と
子
ど
も
と
自
分
自

身
に
声
を
掛
け
な
が
ら
、
大
き
な
地
震

の
波
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

長
い
揺
れ
が
収
ま
り
、
家
の
中
を
の

ぞ
い
て
み
る
と
、
冷
蔵
庫
は
ド
ア
が
開

き
中
の
物
が
飛
び
出
し
、
テ
レ
ビ
は
半

分
落
ち
か
け
、
棚
の
物
は
す
べ
て
床
に

散
ら
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
変
わ
り
果
て

た
部
屋
の
様
子
に
、
花
は
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
、「
ど
う
す
る
の
、
ど
う
す
る
の
」

と
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
始
め
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
家
に
は
い
ら
れ
な
い
、
と
に
か
く

ど
こ
か
安
全
な
場
所
へ
、
と
近
く
の
長

堀
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
へ
向
か
い
ま
し
た
。

「
花
ち
ゃ
ん
！
」と
先
生
は
顔
を
見
る

な
り
娘
を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
締
め
て「
怖

か
っ
た
ね
、
大
丈
夫
だ
っ
た
」と
体
を

さ
す
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
花
は
泣
き
な

が
ら
も「
う
ん
、
う
ん
」と
答
え
、
私
も

話
を
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
人
心
地

が
つ
き
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
３
か
月
。
被
害
の
大
き
さ

を
知
る
に
つ
れ
、
普
通
に
物
が
買
え
て

食
事
が
で
き
、
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ

る
幸
せ
を
思
い
知
る
日
々
で
す
。

地
震
直
後
の
不
安
が
続
く
中
、
親
と

し
て
、
子
ど
も
を
ち
ゃ
ん
と
守
れ
る
の

か
私
自
身
も
心
が
揺
ら
ぎ
ま
し
た
が
、

常
に
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
い
る
う
ち

に
娘
に
も
笑
顔
が
戻
り
、
力
強
く
ハ
イ

ハ
イ
を
始
め
た
息
子
の
成
長
ぶ
り
に
も

「
大
丈
夫
だ
よ
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

震
災
で
以
前
の
生
活
と
は
あ
ら
ゆ
る

面
で
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
当
た

り
前
の
暮
ら
し
が
で
き
る
あ
り
が
た
さ

と
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
こ
と
は
何
よ
り
大
き
な
糧
と
な

り
ま
し
た
。
ご
近
所
の
方
に
寝
場
所
と

し
て
車
を
融
通
し
て
も
ら
っ
た
り
、
互
い

に
水
や
食
べ
物
を
分
け
合
っ
た
り
―
―

日
々
を
大
切
に
生
き
て
、
人
や
社
会
と
の

絆
を
結
ん
で
い
く
こ
と
が
、
い
つ
か
自
分

を
助
け
て
く
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
も

し
っ
か
り
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

酒さ

か

い井 

仁ひ

と

み美
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